
以下に、各シリーズについてさらに詳しい情報を提供します。 

 

1. **中央公論社 - 「世界史」シリーズ** 

   - **発行年**: 1950 年代（改訂版も存在） 

   - **改訂版発行年**: 1990 年代と 2000 年代に改訂版が発行されている。 

   - **趣旨・趣意**: 戦後の日本における世界史の理解を深めることを目的としており、

西洋と日本の関係を重視。特に、日本が国際社会でどのような位置づけにあるかを考察す

るための基礎資料を提供。 

   - **特徴**: 読みやすく、一般向けに書かれているが、学術的にも信頼性が高い。改訂

版では新たな研究成果や視点を反映。 

   - **改訂された理由**: 

     - **歴史学の進展**: 新しい研究成果や学説が登場し、従来の理解が見直される中

で、これらの情報を取り入れる必要があった。 

     - **国際関係の変化**: 冷戦の終結やグローバル化の進展に伴い、国際関係が大きく

変わったため、その影響を反映させる必要があった。 

     - **多様な視点の重要性**: 性別、民族、文化などの観点から歴史を再考することが

求められ、そのための内容の見直しが行われた。 

   - **改訂版の内容**: 

     - **新しい章やトピックの追加**: 最新の歴史研究や国際情勢に基づいて新しい章が

追加され、特に 21 世紀の視点からの解説が強化されています。 

     - **現代史の扱い**: 冷戦の終結以降の出来事やテロリズム、環境問題、グローバル

経済など、現代の重要なテーマについても詳しく扱われています。 

     - **視覚資料の充実**: 地図や図表、イラストが追加され、視覚的に理解しやすい構

成が強化されています。 

 

2. **筑摩書房 - 「筑摩世界文学大系」内の世界史関連書籍** 

   - **発行年**: 1960 年代以降 

   - **趣旨・趣意**: 世界の文学を通じて歴史を学ぶことを目的としており、文学作品を

通じて異なる文化や歴史的背景を理解する。 

   - **特徴**: 各巻には文学作品が収められ、その背後にある歴史的コンテクストや文化

的背景が詳述されています。特定の時代や地域に焦点を当てることで、文学と歴史の相互

作用を探る。 

   - **内容**: 作品の解説に加えて、当時の社会状況や思想についても触れられており、

文学を通じた深い歴史理解が促進されます。 

 

3. **平凡社 - 「世界歴史大系」** 



   - **発行年**: 1970 年代 

   - **趣旨・趣意**: 古代から近代までの世界の歴史を系統的にまとめ、地域や時代ごと

の重要な出来事や文化を詳細に解説。 

   - **特徴**: 各巻は専門家によって執筆され、信頼性の高い内容となっています。イラス

トや地図が豊富に使われており、視覚的に理解しやすい。 

   - **内容**: 歴史的な流れや因果関係についての詳細な分析が行われており、学生や研

究者にとっても貴重な資料となります。 

 

4. **河出書房新社 - 「世界歴史」シリーズ** 

   - **発行年**: 1970 年代 

   - **趣旨・趣意**: 各巻が特定の地域や時代に焦点を当て、その歴史的背景、文化、社

会構造を詳しく解説することを目指しています。 

   - **特徴**: 学術的な視点と一般読者向けのアプローチを兼ね備えており、幅広い層に

支持されています。多様なテーマが扱われ、各地域の独自性が強調されています。 

   - **内容**: 地域ごとの重要な出来事や人物についての詳細な記述があり、歴史的背景

を理解するための資料が提供されています。 

 

5. **岩波書店 - 「世界の歴史」シリーズ** 

   - **発行年**: 1980 年代 

   - **趣旨・趣意**: 世界の重要な出来事をテーマに、多面的な視点から解説することを

目的としており、歴史のコンテクストを深く理解するための資料を提供。 

   - **特徴**: 学術的な研究に基づいており、信頼性が高い。各巻には索引や参考文献が

充実しており、学びやすい構成が特徴です。 

   - **内容**: 政治、経済、文化の相互作用に重点を置いた解説が行われており、歴史を

総合的に理解するための資料が整っています。 

 

6. **講談社 - 「興亡の世界史」シリーズ** 

   - **発行年**: 2000 年代から現在も続く 

   - **趣旨・趣意**: 世界の歴史を各地域や文明の興亡を通じて捉えることを目的として

おり、過去の教訓を現代に生かす視点が強調されています。 

   - **特徴**: 豊富な図版や地図が使われており、視覚的に理解しやすい内容となってい

ます。専門家による執筆により、信頼性が高い。 

   - **内容**: 巻ごとに特定のテーマや地域を扱い、歴史的な出来事やその影響について

深く掘り下げた解説が行われています。 

 

7. **岩波書店 - 「新・世界史」シリーズ** 



   - **発行年**: 2020 年代 

   - **趣旨・趣意**: グローバルな視点から人類の歴史を再構築し、特に文化や社会の相

互作用に焦点を当てることを目的としています。 

   - **特徴**: 最新の研究成果を取り入れ、環境史や科学技術史など新たな視点を盛り込

んでいます。学術的な深みがありながら、一般読者にもアクセスしやすいスタイル。 

   - **内容**: 歴史の多様性を反映した内容が特徴で、現代の課題に関連するテーマも扱

われています。 

 

この詳細情報は、各シリーズの発行年、趣旨・趣意、特徴、内容について具体的に述べて

います。興味のあるシリーズについてさらに掘り下げたい場合は、お知らせください。 

 

 

それぞれの歴史研究の方法論について、より詳細に説明します。 

 

### 1. 文献学（テキスト批評） 

- **目的**: 歴史的文献の信頼性を評価し、内容の正確性を確認すること。 

- **方法**: 

  - **原典の収集**: 可能な限り多くの原資料を集め、異なる版やコピーを比較します。 

  - **著者の背景調査**: 文献の著者の社会的、政治的背景を調査し、そのバイアスや目的

を明らかにします。 

  - **テキスト分析**: 言葉遣いや表現、文体を分析し、作者の意図や影響を探ります。特

に、特定の言葉がどのように使われているかを確認することで、文化的な文脈を理解しま

す。 

 

### 2. 社会史的アプローチ 

- **目的**: 社会の構造や個人・集団の生活を中心に歴史を理解すること。 

- **方法**: 

  - **人口統計の分析**: 人口動態や移民の流れを調査し、社会構造の変化を把握します。 

  - **日常生活の研究**: 家庭、労働、教育、娯楽など、一般市民の日常生活に焦点を当て

た調査を行います。 

  - **社会運動の調査**: 労働運動や女性運動など、社会変革を追求する運動の影響を分析

します。 

 

### 3. 経済史 

- **目的**: 経済の要因が歴史的出来事に与える影響を探ること。 

- **方法**: 



  - **経済データの収集**: 価格、賃金、生産量などの統計データを収集し、歴史的なトレ

ンドを分析します。 

  - **交易の研究**: 重要な交易路や交易品の変遷を調査し、経済的関係の変化を理解しま

す。 

  - **経済政策の分析**: 政府の経済政策や法令が社会に与えた影響を評価します。 

 

### 4. 文化史 

- **目的**: 文化的要素が歴史に及ぼす影響を探ること。 

- **方法**: 

  - **アートや文学の分析**: 特定の時代や地域の芸術作品や文学作品を研究し、文化的価

値観や思想を理解します。 

  - **儀式や習慣の調査**: 特定の文化における儀式や習慣を分析し、社会的な意味を考察

します。 

  - **思想史の研究**: 哲学、宗教、政治思想などが歴史に与えた影響を探ります。 

 

### 5. 比較史 

- **目的**: 異なる地域や時代の歴史を比較して共通項や相違点を明らかにすること。 

- **方法**: 

  - **テーマの選定**: 比較するテーマ（例：革命、戦争、帝国の興亡）を選び、それに関

連するデータを収集します。 

  - **ケーススタディの実施**: 特定の事例を深く掘り下げ、他の事例と対比します。 

  - **因果関係の探求**: 似たような現象が異なる結果をもたらした理由を分析します。 

 

### 6. 環境史 

- **目的**: 自然環境が人類の歴史に与える影響を探ること。 

- **方法**: 

  - **気候データの分析**: 過去の気候変動を調査し、それが社会や経済に与えた影響を理

解します。 

  - **自然災害の研究**: 自然災害が歴史的出来事（例：移民、戦争、経済崩壊）にどのよ

うに影響したかを分析します。 

  - **人間の環境への影響**: 農業、都市化、産業活動が環境に与えた影響を評価します。 

 

### 7. 歴史的実証主義 

- **目的**: 客観的な証拠に基づいて歴史を理解すること。 

- **方法**: 

  - **資料の批判的分析**: 資料の信頼性を評価し、偏見を排除するための手法を用いま



す。 

  - **定量分析**: 統計データを使用して歴史的現象を検証し、パターンを見出します。 

  - **再現可能性の確保**: 他の研究者が同じ手法で同じ結論に至ることを重視します。 

 

### 8. ナラティブ史 

- **目的**: 歴史を物語として語り、理解を深めること。 

- **方法**: 

  - **ストーリーテリング**: 歴史的出来事を物語として再構築し、読者に親しみやすく伝

えます。 

  - **人物の視点の強調**: 歴史的な人物の視点や感情を重視し、彼らの決定が歴史に与え

る影響を探ります。 

  - **文化的コンテクストの考慮**: 物語の中で文化的、社会的背景を織り込み、より深い

理解を促進します。 

 

これらの方法論は、歴史研究の目的やテーマに応じて選ばれ、しばしば組み合わせて使用

されます。研究者は、特定の問題に取り組む際に、適切な方法論を選択することが求めら

れます。興味のある特定の方法論についてさらに掘り下げたい場合や、具体的な事例に関

する質問があればお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 


